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44 44 39 30 18 3 17 195
51.8% 53.7% 60.9% 49.2% 45.0% 23.1% 34.0% 49.4%
19 19 14 18 11 7 13 101

22.4% 23.2% 21.9% 29.5% 27.5% 53.8% 26.0% 25.6%
3 5 5 2 1 1 5 22

3.5% 6.1% 7.8% 3.3% 2.5% 7.7% 10.0% 5.6%
6 1 3 2 3 0 2 17

7.1% 1.2% 4.6% 3.3% 7.5% 0.0% 4.0% 4.4%
3 5 1 4 3 0 1 17

3.5% 6.1% 1.6% 6.6% 7.5% 0.0% 2.0% 4.3%
3 0 0 0 0 0 1 4

3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 1.0%
0 6 1 2 1 1 1 12

0.0% 7.3% 1.6% 3.3% 2.5% 7.7% 2.0% 3.0%
0 0 0 1 1 0 0 2

0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 2.5% 0.0% 0.0% 0.5%
1 0 0 0 0 0 1 2

1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 0.5%
1 1 0 0 0 1 0 3

1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.8%
0 0 0 1 0 0 0 1

0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%
1 0 0 0 2 0 3 6

1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 6.0% 1.5%
4 1 1 1 0 0 6 13

4.6% 1.2% 1.6% 1.6% 0.0% 0.0% 12.0% 3.2%
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4 7 6 6 2 1 4 30
13.3% 23.4% 20.0% 20.0% 6.7% 3.3% 13.3% 　 100.0%

10 20 10 5 9 2 8 64
15.6% 31.3% 15.6% 7.8% 14.1% 3.1% 12.5% 　 100.0%

25 15 17 20 13 6 12 108
23.2% 13.9% 15.7% 18.5% 12.0% 5.6% 11.1% 　 100.0%

14 12 10 12 9 1 2 60
23.3% 20.0% 16.7% 20.0% 15.0% 1.7% 3.3% 　 100.0%

7 4 4 4 3 1 5 28
25.0% 14.3% 14.3% 14.3% 10.7% 3.6% 17.8% 　 100.0%

3 0 3 3 1 0 2 12
25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 8.3% 0.0% 16.7% 　 100.0%

γ値 0.91 -0.81 0.30 0.42 0.01 -0.54
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１．はじめに 

 全国の自転車事故発生件数は毎年減少を続け、平

成２７年は２４年の７４.８％である。６５歳以上の事故件

数も減少しているが、２７年は２４年の８２.７％に留まっ

ており、全年代の中に占める割合は毎年増加し、２８年

（９月まで）が１９.８％で２４年より２.４ポイント増加してい

る。これらの数字は警察に届け出のあった事故で、そ

の主な発生原因は交通法規違反である。演者は高齢

者の自転車事故防止のための調査の中で事故発生

原因は交通法規違反が３４.０％に対してハンドル操作

バランス調整ミスによる転倒事故が６６.０％であることを

明らかにした１）。このハンドル操作バランス調整ミスの

発生要因とその防止対策を講習会で紹介しているが、

高齢者はこれまでの乗車方法をすぐに改めることも難

しく、自分は大丈夫という意識もあり、転倒事故の危険

性がなかなか認識されない状況にある。そこで、転倒

事故による傷害状況を明らかにし、それを伝えることも

必要と考えた。 

２．調査方法 

 東京しごと財団から提供された２４年から２７年までの

３９５件の事故データについて分析した。このデータは

東京都内のすべてのシルバー人材センターにおいて

会員登録し、同センターから仕事を斡旋された６０歳以

上の会員が事故発生原因に関わらず勤務中並びに通

勤途上で発生したすべての事故に関して記載されて

いる。 

３．調査結果 

 転倒事故発生原因を７種類に分けたときの件数・割

合を表１に示す。 

     表１  転倒事故発生原因別件数・割合 

 

 

 

自転車利用者の運転能力に由来するハンドル操作ブ

レーキ操作ミスと、道路通行環境に由来する段差路面

凹凸通行時が最も多い。 

 転倒事故によって生じた傷害の症状を、事故発生原

因別に分けたときの件数・割合を表２に示す。 

   表２  傷害症状の転倒原因別件数・割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨折・ひびと打撲が主な症状であるが、特に車両・歩

行者が路地から飛び出て来たときに避けようとしてハン

ドル操作したときのミスだけが打撲が最も多く、その他

の原因では骨折・ひびが最も多い。 

 転倒事故によって生じた傷害の部位を、事故発生原

因別に分けたときの件数・割合を表３に示す。 

   表３  傷害部位の転倒原因別件数・割合 

 
脚部・足首・足指の足部分、腕部・手首・手指・肩部の

手部分、頭部・顔の頭部分が主な部位である。発生原

因別割合では段差路面凹凸通行時で頭部が低い以

外は発生原因別の部位の差は生じていない。 

 転倒事故発生原因７種類を、５歳ごとの年代に分け

たときの件数・割合・相関γ値を表４に示す。 

     表４  年齢別発生原因別件数・割合 
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21 23 17 20 13 1 9 104
24.7% 28.0% 26.6% 32.9% 32.5% 7.7% 18.0% 26.4%

4 7 4 5 1 1 2 24
4.7% 8.5% 6.3% 8.2% 2.5% 7.7% 4.0% 6.1%
9 6 3 6 4 1 2 31

10.6% 7.3% 4.6% 9.8% 10.0% 7.7% 4.0% 7.8%
2 0 2 0 0 0 2 6

2.4% 0.0% 3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% 1.5%
2 8 4 7 3 3 3 30

2.4% 9.8% 6.3% 11.5% 7.5% 23.0% 6.0% 7.6%
8 3 4 1 3 1 3 23

9.4% 3.7% 6.3% 1.6% 7.5% 7.7% 6.0% 5.8%
7 18 17 5 3 1 9 60

8.1% 22.0% 26.6% 8.2% 7.5% 7.7% 18.0% 15.2%
9 6 3 3 4 1 3 29

10.6% 7.3% 4.6% 4.9% 10.0% 7.7% 6.0% 7.3%
15 8 9 11 8 3 10 64

17.6% 9.8% 14.1% 18.0% 20.0% 23.1% 20.0% 16.3%
2 3 1 2 1 1 0 10

2.4% 3.6% 1.6% 3.3% 2.5% 7.7% 0.0% 2.5%
2 0 0 0 0 0 2 4

2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% 1.0%
4 0 0 1 0 0 5 10

4.7% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 10.0% 2.5%
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入院日数 2～107 29 20～115 23～127 0 6 10 2～１２７

平均入院
日数 27.0 29.0 54.3 46.8 0.0 6.0 10.0 35.5

通院日数 1～90 1～90 1～73 2～85 1～90 3～90 2～71 1～90

平均通院
日数 23.4 27.5 19.4 27.3 32.4 45.1 27.7 26.9
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152 82 19 11 16 4 5 2 1 2 1 4 3 302

50.3% 27.2% 6.3% 3.6% 5.3% 1.3% 1.7% 0.7% 0.3% 0.7% 0.3% 1.3% 1.0% 100.0%

60～64 53.4% 26.7% 3.3% 0.0% 13.3% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

65～69 59.3% 25.0% 4.7% 0.0% 3.1% 3.1% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 1.6% 100.0%

70～74 52.9% 24.1% 5.6% 2.8% 6.5% 0.9% 0.9% 0.0% 0.9% 1.8% 0.9% 0.9% 1.8% 100.0%

75～79 40.0% 41.7% 6.7% 6.7% 3.3% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

80～84 42.9% 10.7% 14.3% 7.1% 3.6% 3.6% 7.1% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 100.0%

85～89 50.0% 25.0% 8.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

γ値 -0.59 -0.18 0.75 0.93 -0.80 0.02 -0.02 0.45 -0.13 -0.13 -0.13 0.30

件数
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76 18 27 4 24 22 42 24 51 10 4 302

25.3% 6.0% 8.9% 1.3% 7.9% 7.3% 13.9% 7.9% 16.9% 3.3% 1.3%  100.0%

60～64 23.3% 16.7% 6.7% 0.0% 16.7% 10.0% 10.0% 6.7% 0.0% 6.7% 3.2% 100.0%

65～69 29.7% 0.0% 7.8% 0.0% 9.4% 7.8% 15.6% 9.4% 15.6% 3.1% 1.6% 100.0%

70～74 23.1% 7.4% 13.0% 1.9% 7.4% 4.6% 17.6% 8.3% 12.0% 2.8% 1.9% 100.0%

75～79 21.7% 5.0% 5.0% 1.6% 3.3% 11.7% 11.7% 8.3% 26.7% 5.0% 0.0% 100.0%

80～84 28.6% 3.6% 10.7% 0.0% 3.6% 7.1% 10.7% 7.1% 28.6% 0.0% 0.0% 100.0%

85～89 33.3% 8.3% 0.0% 8.3% 16.8% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 100.0%

γ値 0.53 -0.32 -0.39 0.94 -0.19 -0.58 -0.62 -0.64 0.94 -0.81 -0.91

件数

ハンドル操作ブレーキ操作ミスは年齢との相関が極め

て高く、車両歩行者との交錯時、悪天候時、乗車下車

時、車両歩行者の路地飛び出し時は年齢との相関が

認められない。 

 傷害の症状１３種類を５歳ごとの年代に分けたときの

それぞれの割合・相関γ値を表５に示す。 

         表５  年齢別症状別割合 

 

 

 

 

 

 

主な症状である骨折・ひびと打撲は年齢との相関が認

められない。 

 傷害の部位１２種類を、５歳ごとの年代に分けたとき

の割合・相関γ値を表６に示す。 

         表６  年齢別部位別割合 

 

 

 

 

 

 

頭部・顔と腹部が年齢との相関が極めて高く、そのほ

かの部位は年齢との相関が認められない。 

 傷害による入院通院日数の最小最大日数・平均日

数を、転倒事故発生原因別に表７に示す。 

      表７  発生原因別入院通院日数 

 

 

 

 

入院通院の最小最大日数・平均日数は発生原因に関

係しない。ハンドル操作ブレーキ操作ミスでは入院が

あるが、段差路面凹凸通行時は大半が通院である。 

４．高齢者の自転車転倒による傷害の特有性 

 ６０歳以上の高齢者が自転車の転倒事故で受ける傷

害の症状には多様性があるが、主は骨折・ひびと打撲

である。その割合は全体の７５％になるが、転倒原因・

年齢による差はない。傷害の部位も体全体になるが、

主は足部分、手部分、頭部分である。その割合は全体

の７７％になるが、転倒原因・年齢による差がある。足

部分は主にハンドル操作ブレーキ操作ミス・段差路面

凹凸通行時・車両歩行者との交錯時・悪天候時に生じ

るが年齢による差はない。手部分は主にハンドル操作

ブレーキ操作ミス・段差路面凹凸通行時・車両歩行者

との交錯時に生じ、８０歳代は少ない。頭部分は主に

ハンドル操作ブレーキ操作ミスで生じ、年齢との相関

が高い。また、症状と部位との関係では骨折・ひびは

足部分、打撲は頭部分が多い。 

 演者は６０歳以上の高齢者の自転車乗車時のふらつ

きについて、出発時・走行時いずれも年齢との相関が

高いことを示した１）。これは転倒事故発生原因のハンド

ル操作ブレーキ操作ミスと年齢との相関が高いことと一

致する。したがって高年齢者ほどハンドル操作ブレー

キ操作ミスによるふらつきで転倒し、頭部打撲が生じや

すくなる。特に８０歳代は転倒時に体を手で支えること

が難しくなり、頭部傷害が発生することを示している。 

 段差路面凹凸通行時の転倒の４５.１％（転倒事故全

体の９.４％）は車道から歩道への移動時に発生してい

る。７０歳以上は道路交通法で歩道通行が認められて

いることから車道から歩道への移動が少なく、結果とし

て段差路面凹凸通行時で頭部分の障害が低くなると

考えられる。 

５．高齢者の自転車転倒事故防止対策 

 自転車利用時の転倒事故は警察に届け出ることが

少なく、その実態は知られていない。しかし、高齢者の

転倒事故による死亡事故は増えており、静岡県では２

７年１月から２８年９月までの２１ヵ月間に６５歳以上の

高齢者の自転車事故による死亡者が２６人、そのうち

転倒が原因による死亡者が６人である。今回のデータ

でも転倒による事故が原因、年齢を問わず主に骨折・

ひび、打撲の傷害を生じさせ、平均入院日数３５.５日、

平均通院日数２６.９日であるから、交通法規違反によ

る自動車との衝突事故で生じる傷害と大きな差がない

ことが分かる。 

 演者は高齢者の自転車安全利用のための講習会で

は転倒原因の他に、出発時、走行時のふらつき防止

のための対策方法も解説している。これに転倒による

傷害状況を付加することで、受講者は転倒事故の怖さ

を知り防止対策をより積極的に行うことが期待される。 
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